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論文内容の要旨
コンビュータ技術の急速な向上により， ::¥次元cuバーチャルリアリティなど3次元映像技術が急速に
進多しよりリアリティのある映像を見ることができるようになってきた。 3次元映像技術が発展するに
つれ，物体の3次疋'情報つまり物i本の形状をそのまま 3次元入力できるシステムの開発が望まれてきてい
る。
従来の3次jじ情報計測システムは，プロープなどのセンサーを直接対象物に接触させて位置を計測する
方法，超音波を用いてドップラー効果や干渉などを利用して計測する方法，光をコード化して対象物体に
照射し，そのパターンから測定する方法などがあった。しかし接触ん式による計測は対象物を傷つける
という欠点があり，非接触方式の超音波を用いる計測は，空気中の伝播では減衰してしまい，遠くに存不正
するものを測定できないという欠点があった。また，従来のたを附いた計測l方法では.システムが大掛か
りになり， コストが高くなるという問題などがあった。
本論文では，上記の背景を踏まえて，非接触で3次元情報を計測するために，光を用いて比較的簡単に
システムを構築できる方法を提案し，試作システムを製作して，その妥当性を検証した成果をまとめたも
のである。
論文は5章から構成されており，それらの要旨は以下の通りである。
第l章の緒論では，従来行われてきた 3次元情報計測を概観し本研究の目的および本論文の構成を述
べた。
第2章では，ホログラフィ手法を用いた3次元情報計測について述べた。木手法の原理は，点物体の位
相情報がその座標により異なることを利用し.その位相情報が記録された基準パターン(ホログラム)と
対象物体から得られた観測データとの相関処理を行うことにより 3次元情報の計測を行うものである。フー
リエ変換を用いた相関検出処理光学系において，従来の振幅分布による基準バターンを複素振幅分布によ
る長準パターンとし，この基準パターンと観測データとの複素振幅パターンマッチング処理を行い. 3次
元情報検出が可能であることを示しその妥当性を検証した。
第3章では，符号化開口法を用いた3次元情報計測について述べた。短波長領域で利用されている
じRA(UniforrnlyRedundant Arrays)パターンによる符号化開U法を吋視光域に適用し. 3次元情報
を検H¥する手法を提案した。符号化開口法を可視光域に適期するため，同析による影響の大きさを検討し，
試作システムを構築して. 3次元物体の形状を検出しその妥当性を検証した。
第4J言では，実刷的な 3次元情報検出処理を行うための基礎実験として， CCDカメラ入力による光学
計測を某本とした動向像の連続差分処聞を利岡した画像計測による牛舎体情報の検出を行った。本手法は
CCDカメラから入)Jされた患者の動画像を一定の時間間隔で連続差分処朋することにより生動部位にお
?? ??
ける変位成分をリアルタイムに抽出する手法であり，得られたスカラー量を時系列信号として庚学的定量
診断を行い，呼吸数，脈拍数，牛体:の変動周期などを検出する手法である。実際に試作システムを構築し
て，患者の呼吸数の測定を行い，その妥当性を検証した。
第5章では，木研究で得られた成果をまとめるとともに今後の謀題を述べた。
論文審査の結果の要旨
とi次元情報の検!l手法については多くの提案があり，そのいくつかは対象に応じて実用化されている。
しかし，人間・機械系などに用いることができる非接触で簡易な手法はない。
本論文は比較的簡単なオプトロニック構成で三次元情報を非接触検出することができる¥つの手法を提
案し，その応用例として患者の非接触医療情報検出についての考察を行った成果をまとめている。
ホログラフイ子法によるス次元情報検出は点光源によるホログラフィパターンが点光源の三次元位置の
関数であることを利用した手法でメモリーに記憶されたいくつかの標準ノfターンと観測パターンの相関処
珂を行い，観測点の位置を算出する。本論文では，パターン間の相関演算においても振幅分布よりも複素
娠幅分布を用いることができるならばより高精度の位置測定が可能であることに沌同しその手法を提案
するとともに，基本的な測定システムを実現し，高精度を示すことによってその妥当性を明らかにした。
次に，より広範聞な測定を実現するため形状認識手法として比較的短波長において用いられてきた符号
化開口法を吋視光領域において三次元情報検出子法として用いる試みを行っている。符号化開円法を可視
光領域に適応して三次元情報検山手法として用いるためには光の回析による影響の回避手法と，採さ方luJ
の測定についての手法を導入しなければならな~ 1。前者については小関口をピンホールで構成し凶析の
影響を軽減できる光学系を提案した。後者については，測定由における関口面の大きさが深さ忘向の関数
であることを利用した深さ五向距離の測定手法を提案した。そして， これからの子法を用いたシステムを
試作し諸特性を検討することによって，これらの手法が有用であることを示した。
最後に，これらの三次兄情報検出手法を応用するシステムとして観測による患者のモニタリングシステ
ムをとりあげ，その諸特性を検討するためにCCDカメラによる患者観測lシステムによって，局所部の三
次Jじ測定を周いれば体の動きによる誤差を最小化して，呼吸数と脈拍数を測定できることを明らかにし
提案したオプトロニック構成による竺次沌情報横出手法による患者観測システムが実現可能であることを
示した。
以上のように，木論文は比較的簡単なオプトロニック構成による二次元情報検出システムの実現しそ
の応用システムの特性についての考察を行っており，これらの成東は光電子工学に寄与するところが大き
L 、。したがって，本論文の著者は，博士(工学)の学{立を受ける資格を有するものと認める。
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